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極座標表示と信号パラメータ
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絶対値，：振幅
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z=a+jb（直交座標表示）

）間ずれ（角度に換算位相：入力と出力の時
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信号変換の基礎



[例題1－1]各複素数の極座標表示（絶対値，位相）を求めよ．

① 3－j3 ② －2－j2 ③ － + j
④ 1+ j

[解答1－1]
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（フィルタリング）



ディジタル信号

マッチ度計算用
（基本パターン）

[例題1－2]



cos



[解答1－2]
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 角周波数

 位相
 ずれ時間 =

位相θ＜0（負） 位相θ＞0（正）

ω
θ



マッチ度計算用
（基本パターン）

ディジタル信号

（8サンプル）

[例題1－3]



マッチ度はDFTなのだ！？

マッチ度

DFT



フーリエ変換､DFT 

DFTの定義（N=4） ( )
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IDFTの定義（N=4）

（逆DFT）
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回転因子，ひ
ねり因子



回転因子Wの性質
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N=4の周期性を有する



人間ディジタルフーリエ変換（DFT）
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[例 1]　{ }2 2 2 2、 、 、 ={ }f f f f0 1 2 3、 、 、

[例2] { }− − − −3 3 3 3、 、 、 = { }f f f f0 1 2 3、 、 、

[例 3] { }2 2 0 2 2 0、 、 、− = { }f f f f0 1 2 3、 、 、

[例 4]　 { }0 2 2 0 2 2、 、 、− = { }f f f f0 1 2 3、 、 、

[例 5]　{ }2222 −− 、、、 = { }f f f f0 1 2 3、 、 、



DFTの性質

（1） F0 は直流成分の振幅値を表す。

（2） Fk と FN k− とは複素共役の関係にある。

（3） Fk は、cos 波形の最大振幅値の半分を表す。

（4） ( )arg Fk は、cos 波形を基準として波形の進みや遅れの位

　　相を表す。

（5） Fk のうち、意味を持つデータは 0
2

≦ ≦k N
である。

（6） Fk の添字の k は山と谷の数を表し、周波数の概念に相当

  　する



人間ディジタルフーリエ逆変換（IDFT）
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[例 1]　 { }3 0 0 0、 、 、 = { }F F F F0 1 2 3、 、 、

[例 2]　 { }0 3 0 3、 、 、 = { }F F F F0 1 2 3、 、 、

[例 3]　 { }0 3 0 3、 、 、j j− = { }F F F F0 1 2 3、 、 、

[例 4]　 { }2 1 3 0 1 3、 、 、+ −j j = { }F F F F0 1 2 3、 、 、



雑音を除去する（フィルタリング）

[手順 1]　DFT による周波数成分の計算

[手順 2]　雑音除去の計算

[手順 3]　IDFT による時間波形の再合成



DFTとz変換の関係
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N

1

いろいろな積分変換の相互関係（まとめ）



DFT



フーリエ変換からラプラス変換へ



信号の大きさとスペクトル関係



信号の移動とスペクトルの関係



フーリエ変換による回路解析の考え方



本日は，お疲れさまでした．

ご静聴，有り難うございました．

東京電機大学／工学部／情報通信工学科
三谷政昭


